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美しい白い砂浜が広がる「ジュメイラ・ビーチ・パーク」と、アラブの帆船をかたどったホテル「ブルジュ・アル・アラブ」。

第

40

回

ここ20年ほどで急激に発展した砂漠の中の近代都市ドバイ。
世界的にヒトとモノが集まり続けるこうした都市の中で、
どのような自然と共生する未来を描いていくことができるだろうか。

古田尚也 IUCN日本リエゾンオフィスコーディネーター

砂漠の都市で持続可能な湿地の未来について考える

砂漠に出現した
未来都市
 ドバイ

撮影●古田尚也
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た
め
池
、
湧
水
地
、
水
田
、
遊
水
池
、

地
下
水
系
、
塩
性
湿
地
、
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
、
干
潟
、
藻
場
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど

も
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
湿
地
が
国
際
的
な
重
要
性
に

関
す
る
基
準
を
満
た
し
、
国
の
法
律
に

よ
っ
て
自
然
環
境
が
将
来
に
わ
た
り
保

全
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
の
賛

意
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
へ
の
登
録
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
９
７
１
年
に
採
択
さ
れ
た
こ
の
条

約
は
、
環
境
分
野
の
国
際
条
約
と
し
て

は
最
も
古
い
条
約
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

71
年
と
い
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
最
初
の
国
連
の
環
境

会
議（
通
称「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
」）

が
開
か
れ
た
前
年
に
あ
た
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
条
約
が
誕
生
し
た
と

き
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
で
設

立
が
決
ま
っ
た
国
連
環
境
計
画
も
ま
だ

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
歴

史
的
背
景
も
あ
り
、
そ
の
後
誕
生
し
た

気
候
変
動
枠
組
条
約
や
生
物
多
様
性
条

約
な
ど
と
は
異
な
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
は
国
連
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国

際
自
然
保
護
連
合
）
の
ス
イ
ス
本
部
の

中
に
そ
の
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
持
つ
ラ
ム

と
い
っ
た
湿
地
に
と
っ
て
も
重
要
な
地

域
に
立
地
し
て
お
り
、
高
潮
や
洪
水
な

ど
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地

域
で
も
あ
る
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
、今

回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
テ
ー
マ
は
湿
地
の
今
日

的
課
題
に
焦
点
を
あ
て
た
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
会
議
に
は
、
世
界
１
４
０
カ
国
以
上

か
ら
、
政
府
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
１
３
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
今

回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
あ
わ
せ
て
宮
城
県
南
三

陸
町
の
志
津
川
湾
と
東
京
都
の
葛
西
海

浜
公
園
が
新
た
に
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
と

し
て
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
豊

岡
市
の
円ま

る

山や
ま

川が
わ

下
流
域
及
び
周
辺
水
田

の
拡
張
登
録
も
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
南

三
陸
町
の
佐
藤
仁
町
長
や
豊
岡
市
の
中

貝
宗
治
市
長
を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
も

多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　
日
本
国
内
で
は
、
今
回
の
登
録
分
も

含
め
現
在
52
カ
所
の
湿
地
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
世
界
全

体
で
み
る
と
２
３
０
０
カ
所
以
上
の
湿

地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
面
積
の
合
計
は
デ
ン
マ
ー

ク
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
越
え
る
、
約

２
４
９
万
６
１
４
㎢
に
ま
で
達
し
て
い

る
。

　
保
全
さ
れ
た
自
然
環
境
を
持
つ
湿
地

帯
が
数
多
く
存
在
す
る
一
方
で
、
世
界

の
湿
地
に
対
す
る
脅
威
は
減
じ
て
い
な

い
。
条
約
事
務
局
が
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で

発
表
し
たG

lobal W
etland O

utlook

に
よ
る
と
、
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１ 

５
年
の
期
間
に
、
世
界
の
約
35
％
の
湿

地
が
消
失
し
、
２
０
０
０
年
以
降
そ
の

ス
ピ
ー
ド
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
。

　
こ
れ
は
、
世
界
人
口
の
増
加
や
多
く

の
人
々
が
沿
岸
部
や
河
口
の
大
都
市
に

居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、

開
発
圧
力
の
増
加
な
ど
が
一
因
と
な
っ

物
の
絶
滅
リ
ス
ク
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
清
浄
な
飲
料
水
、
水
産
業
や
観
光

業
な
ど
の
産
業
、
景
観
や
ア
メ
ニ
テ
ィ

ー
な
ど
の
生
活
の
質
等
の
観
点
か
ら
人

間
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
で

湿
地
に
関
す
る
条
約
」
と
い
う
の
が
正

式
名
称
で
あ
る
が
、
こ
の
条
約
が
採
択

さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
都
市
の
名
に
ち
な
ん

で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
条
約
の
正
式
名
称
に
も
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
条
約
が
作
ら
れ
た
目

的
は
、
も
と
も
と
水
鳥
の
生
息
地
で
あ

る
湿
地
の
保
全
と
賢
明
な
活
用
（
ワ
イ

ズ
ユ
ー
ス
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時

開
催
さ
れ
た
初
め
て
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
あ
っ
た
。
ド
バ
イ
は
砂

漠
の
真
ん
中
に
つ
く
ら
れ
た
近
代
都
市

だ
。
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
砂
漠
の
都
市

で
湿
地
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
の
か

と
不
思
議
に
思
う
読
者
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
し
か
し
、
意
外
に
も
ド
バ
イ
を
擁
す

る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
に

は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
が
す

で
に
８
つ
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
、
ラ
ス
・
ア
ル
・
ホ
ー
ル

野
生
生
物
保
護
区
は
ド
バ
イ
国
際
空
港

に
も
近
い
大
都
市
の
中
の
ラ
ム
サ
ー
ル

登
録
湿
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
（
入
り
江
）
の

内
陸
部
分
に
あ
る
面
積
約
６
２
０
ha
の

こ
の
湿
地
は
、
周
囲
を
高
速
道
路
や
高

層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
つ
つ
も
、
干
潟
や
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
の
湿
地
、
塩
性
湿
地
な
ど

を
問
わ
ず
、
更
に
は
水
が
滞
っ
て
い
る

か
流
れ
て
い
る
か
、
淡
水
で
あ
る
か
汽

水
で
あ
る
か
鹹か

ん

水す
い

（
海
水
）
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
沼
沢
地
、
湿
原
、
泥
炭
地

又
は
水
域
を
い
い
、
低
潮
時
に
お
け
る

水
深
が
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
海
域

を
含
む
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
狭
義
の
湿
地
や
湿
原

だ
け
で
な
く
、
湖
沼
、
ダ
ム
湖
、
河
川
、

ドバイでもっとも美しいモスクと言われ
る「ジュメイラ・モスク」。

世界第2の面積を誇る人工のマリー
ナの「ドバイ・マリーナ」など、ドバイ
では近代的なインフラが次々に誕生
している。

て
い
る
。
一
方
で
、

残
さ
れ
た
湿
地
に
つ

い
て
も
汚
染
や
外
来

種
、
ダ
ム
な
ど
に
よ

る
水
の
流
れ
の
分
断

な
ど
が
大
き
な
脅
威

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
湿
地
の

減
少
や
劣
化
は
、
そ

こ
を
生
息
地
と
す
る

水
鳥
な
ど
の
野
生
生

砂
漠
の
国
・
ラ
ム
サ
ー
ル
の

条
約
登
録
湿
地
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た
め
池
、
湧
水
地
、
水
田
、
遊
水
池
、

地
下
水
系
、
塩
性
湿
地
、
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
、
干
潟
、
藻
場
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど

も
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
湿
地
が
国
際
的
な
重
要
性
に

関
す
る
基
準
を
満
た
し
、
国
の
法
律
に

よ
っ
て
自
然
環
境
が
将
来
に
わ
た
り
保

全
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
の
賛

意
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
へ
の
登
録
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
９
７
１
年
に
採
択
さ
れ
た
こ
の
条

約
は
、
環
境
分
野
の
国
際
条
約
と
し
て

は
最
も
古
い
条
約
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

71
年
と
い
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
最
初
の
国
連
の
環
境

会
議（
通
称「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
」）

が
開
か
れ
た
前
年
に
あ
た
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
条
約
が
誕
生
し
た
と

き
に
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
で
設

立
が
決
ま
っ
た
国
連
環
境
計
画
も
ま
だ

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
歴

史
的
背
景
も
あ
り
、
そ
の
後
誕
生
し
た

気
候
変
動
枠
組
条
約
や
生
物
多
様
性
条

約
な
ど
と
は
異
な
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
は
国
連
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国

際
自
然
保
護
連
合
）
の
ス
イ
ス
本
部
の

中
に
そ
の
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
持
つ
ラ
ム

と
い
っ
た
湿
地
に
と
っ
て
も
重
要
な
地

域
に
立
地
し
て
お
り
、
高
潮
や
洪
水
な

ど
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地

域
で
も
あ
る
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
、今

回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
テ
ー
マ
は
湿
地
の
今
日

的
課
題
に
焦
点
を
あ
て
た
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
会
議
に
は
、
世
界
１
４
０
カ
国
以
上

か
ら
、
政
府
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
１
３
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
今

回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
あ
わ
せ
て
宮
城
県
南
三

陸
町
の
志
津
川
湾
と
東
京
都
の
葛
西
海

浜
公
園
が
新
た
に
ラ
ム
サ
ー
ル
湿
地
と

し
て
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
豊

岡
市
の
円ま

る

山や
ま

川が
わ

下
流
域
及
び
周
辺
水
田

の
拡
張
登
録
も
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
南

三
陸
町
の
佐
藤
仁
町
長
や
豊
岡
市
の
中

貝
宗
治
市
長
を
は
じ
め
、
日
本
か
ら
も

多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　
日
本
国
内
で
は
、
今
回
の
登
録
分
も

含
め
現
在
52
カ
所
の
湿
地
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
世
界
全

体
で
み
る
と
２
３
０
０
カ
所
以
上
の
湿

地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
面
積
の
合
計
は
デ
ン
マ
ー

ク
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
越
え
る
、
約

２
４
９
万
６
１
４
㎢
に
ま
で
達
し
て
い

る
。

　
保
全
さ
れ
た
自
然
環
境
を
持
つ
湿
地

帯
が
数
多
く
存
在
す
る
一
方
で
、
世
界

の
湿
地
に
対
す
る
脅
威
は
減
じ
て
い
な

い
。
条
約
事
務
局
が
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で

発
表
し
たG

lobal W
etland O

utlook

に
よ
る
と
、
１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１ 

５
年
の
期
間
に
、
世
界
の
約
35
％
の
湿

地
が
消
失
し
、
２
０
０
０
年
以
降
そ
の

ス
ピ
ー
ド
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
の

だ
と
い
う
。

　
こ
れ
は
、
世
界
人
口
の
増
加
や
多
く

の
人
々
が
沿
岸
部
や
河
口
の
大
都
市
に

居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
、

開
発
圧
力
の
増
加
な
ど
が
一
因
と
な
っ

　
２
０
１
８
年
10
月
22
〜
29
日
に
か
け

て
、
湿
地
の
保
全
に
関
す
る
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
第
13
回
締
約
国
会
議
が
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
の
都
市
、
ド
バ
イ
で
開

催
さ
れ
た
。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、「
特
に
水
鳥

の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
↖

湿
地
に
関
す
る
条
約
」
と
い
う
の
が
正

式
名
称
で
あ
る
が
、
こ
の
条
約
が
採
択

さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
都
市
の
名
に
ち
な
ん

で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
条
約
の
正
式
名
称
に
も
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
条
約
が
作
ら
れ
た
目

的
は
、
も
と
も
と
水
鳥
の
生
息
地
で
あ

る
湿
地
の
保
全
と
賢
明
な
活
用
（
ワ
イ

ズ
ユ
ー
ス
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時

開
催
さ
れ
た
初
め
て
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
あ
っ
た
。
ド
バ
イ
は
砂

漠
の
真
ん
中
に
つ
く
ら
れ
た
近
代
都
市

だ
。
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
砂
漠
の
都
市

で
湿
地
の
国
際
会
議
が
開
か
れ
た
の
か

と
不
思
議
に
思
う
読
者
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
し
か
し
、
意
外
に
も
ド
バ
イ
を
擁
す

る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
に

は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
が
す

代
と
と
も
に
そ
の
目
的
も
広
が
り
、
現

在
で
は
水
鳥
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
生

き
物
も
含
め
た
生
物
多
様
性
や
人
間
の

福
利
に
貢
献
す
る
湿
地
生
態
系
全
体
を

視
野
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
第
１
条
１
項
で

は
、
湿
地
を
「
天
然
の
も
の
で
あ
る
か

人
工
の
も
の
で
あ
る
か
、
永
続
的
な
も

の
で
あ
る
か
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
更
に
は
水
が
滞
っ
て
い
る

か
流
れ
て
い
る
か
、
淡
水
で
あ
る
か
汽

水
で
あ
る
か
鹹か

ん

水す
い

（
海
水
）
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
沼
沢
地
、
湿
原
、
泥
炭
地

又
は
水
域
を
い
い
、
低
潮
時
に
お
け
る

水
深
が
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
海
域

を
含
む
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
狭
義
の
湿
地
や
湿
原

だ
け
で
な
く
、
湖
沼
、
ダ
ム
湖
、
河
川
、

都市の中のラムサール登録湿地「ラス・アル・ホール野生生物保護区」。

1 ラムサール条約COP13には、140
カ国、1300人以上が参加した。
2 レセプションに集まった各国からの
参加者。

1

2

サ
ー
ル
条
約
で
、
13

回
目
を
迎
え
た
今
回

の
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
）
の
テ
ー
マ
は

「
持
続
可
能
な
都
市

の
未
来
の
た
め
の
湿

地
」。
い
ま
や
世
界

人
口
の
半
分
以
上
は

都
市
に
居
住
し
、
そ

の
割
合
は
今
後
と
も

増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
う
し
た
都

市
の
多
く
は
、
沿
岸

地
域
や
河
川
の
流
域

持
続
可
能
な
都
市
の

未
来
の
た
め
の
湿
地

世
界
の
湿
地
を
守
る

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
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地
上
８
２
８
ｍ
と
世
界
一
の
高
さ
を
誇

る
高
層
ビ
ル
﹁
ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
﹂、

人
工
衛
星
か
ら
も
確
認
で
き
る
椰
子
の

木
の
よ
う
な
形
を
し
た
﹁
パ
ー
ム
・
ジ

ュ
メ
イ
ラ
﹂
や
世
界
地
図
を
模
し
た

﹁
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
﹂
と
呼
ば
れ
る
人
工

島
群
、
世
界
第
２
の
面
積
を
誇
る
人
工

の
マ
リ
ー
ナ
﹁
ド
バ
イ
・
マ
リ
ー
ナ
﹂、

人
工
ス
キ
ー
場
﹁
ス
キ
ー
・
ド
バ
イ
﹂、

世
界
最
大
規
模
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
﹁
ド
バ
イ
・
モ
ー
ル
﹂、
さ
ら
に
﹁
ド

バ
イ
メ
ト
ロ
﹂
や
﹁
ド
バ
イ
・
ト
ラ
ム
﹂

と
い
っ
た
交
通
機
関
な
ど
、
数
多
く
の

観
光
・
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
次
々
に
整
備

し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
積
極
的
な
投
資
に
よ
る
多

角
化
戦
略
が
成
功
し
、
ド
バ
イ
の
経
済

は
急
成
長
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
石
油
の
割
合
は
、
現
在
で
は
２

で
駆
け
巡
る
デ
ザ
ー
ト
・
サ
フ
ァ
リ
と

呼
ば
れ
る
ツ
ア
ー
も
観
光
客
に
人
気
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
。

　
ま
た
、
ド
バ
イ
の
発
展
の
礎
と
な
っ

た
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
河
口
部
の
北
側

の
デ
ィ
ラ
地
区
、
南
側
の
バ
ー
ル
・
ド

バ
イ
地
区
は
ド
バ
イ
の
オ
ー
ル
ド
タ
ウ

ン
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的
建
造
物
の

保
存
、
活
用
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

バ
ー
ル
・
ド
バ
イ
に
あ
る
ド
バ
イ
で
最

も
古
い
と
さ
れ
る
要
塞
ア
ル
・
フ
ァ
ヒ

デ
ィ
・
フ
ォ
ー
ト
は
現
在
博
物
館
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
く
に

は
歴
史
的
町
並
み
を
保
全
し
た
ア
ル
・

フ
ァ
ヒ
デ
ィ
歴
史
地
区
が
あ
り
、
ド
バ

イ
の
も
う
ひ
と
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
世
界
各
地
で
気
候
変
動
の
影

響
は
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
る
可
能
性
が

高
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
沿
岸
や
河
川
流
域
に
位
置
し
、
ヒ

ト
や
モ
ノ
が
ま
す
ま
す
集
ま
り
続
け
る

大
都
市
は
、
ど
の
よ
う
に
災
害
に
備
え

な
が
ら
自
然
と
共
生
す
る
魅
力
的
な
都

市
を
目
指
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
ア
ラ
ビ
ア
海
に
面
し
た
砂
漠
の
中
に

誕
生
し
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
め

て
成
長
し
続
け
る
ド
バ
イ
は
、
今
回
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
掲
げ
た
こ
う

し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
す

る
に
は
格
好
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

持
続
可
能
な
都
市
に
向
け

湿
地
を
守
り
自
然
と
共
生
す
る

5

7 65 近代的な都市国家であるドバイで
あるが、車で少し走れば一面砂漠の
景色が広がる。この砂漠を4WDで
駆け巡るデザート・サファリ・ツアーも
観光客に人気となっている。6 鷹狩り
は砂漠での生活には欠かせないもの
だった。7 デザート・サファリ・ツアー
で体験できるキャメル・ライド。

謝
辞
●
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、日
本
国
際
湿
地

保
全
連
合
の
支
援
を
受
け
た
。
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地
上
８
２
８
ｍ
と
世
界
一
の
高
さ
を
誇

る
高
層
ビ
ル
「
ブ
ル
ジ
ュ
・
ハ
リ
フ
ァ
」、

人
工
衛
星
か
ら
も
確
認
で
き
る
椰
子
の

木
の
よ
う
な
形
を
し
た
「
パ
ー
ム
・
ジ

ュ
メ
イ
ラ
」
や
世
界
地
図
を
模
し
た

「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
と
呼
ば
れ
る
人
工

島
群
、
世
界
第
２
の
面
積
を
誇
る
人
工

の
マ
リ
ー
ナ
「
ド
バ
イ
・
マ
リ
ー
ナ
」、

人
工
ス
キ
ー
場
「
ス
キ
ー
・
ド
バ
イ
」、

世
界
最
大
規
模
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
「
ド
バ
イ
・
モ
ー
ル
」、
さ
ら
に
「
ド

バ
イ
メ
ト
ロ
」
や
「
ド
バ
イ
・
ト
ラ
ム
」

と
い
っ
た
交
通
機
関
な
ど
、
数
多
く
の

観
光
・
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
次
々
に
整
備

し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
積
極
的
な
投
資
に
よ
る
多

角
化
戦
略
が
成
功
し
、
ド
バ
イ
の
経
済

は
急
成
長
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
石
油
の
割
合
は
、
現
在
で
は
２

の
貴
重
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
豊
か
な
生
態
系
は
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

や
サ
ギ
類
な
ど
の
水
鳥
を
含
む
４
５
０

種
を
超
え
る
動
物
種
と
47
の
植
物
種
の

生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
冬
季
に

は
、
ア
フ
リ
カ
と
西
ア
ジ
ア
を
行
き
来

す
る
渡
り
鳥
に
と
っ
て
貴
重
な
中
継
地

点
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
砂
漠
の
国
に
も
ク
リ

ー
ク
や
オ
ア
シ
ス
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や

サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
生
態
系
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
が
国
際
的
に
貴
重
な
湿
地
生
態

系
と
し
て
積
極
的
に
保
全
さ
れ
て
い
る

の
だ
。

　
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
ド
バ
イ
を
含
む
７
つ
の
首

長
国
が
集
ま
り
、
１
９
７
１
年
に
イ
ギ

リ
ス
か
ら
独
立
し
て
誕
生
し
た
連
邦
国

家
で
あ
る
。
７
つ
の
首
長
国
の
中
で
も
、

首
都
が
置
か
れ
て
い
る
ア
ブ
ダ
ビ
と
ド

バ
イ
が
そ
の
中
心
だ
。

　
か
つ
て
は
真
珠
採
取
や
中
継
貿
易
な

ど
に
頼
る
脆
弱
な
経
済
基
盤
し
か
持
た

な
い
国
々
だ
っ
た
が
、
50
年
代
か
ら
60

年
代
に
か
け
て
ア
ブ
ダ
ビ
や
ド
バ
イ
で

石
油
が
見
つ
か
る
と
状
況
は
一
変
す
る
。

特
に
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
石
油
・
天
然
ガ
ス

の
埋
蔵
量
は
膨
大
で
、
現
在
で
も
Ｕ
Ａ

Ｅ
全
体
の
経
済
を
支
え
続
け
て
い
る
。

　
一
方
、
ア
ブ
ダ
ビ
ほ
ど
石
油
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
ド
バ
イ
は
、
早

く
か
ら
積
極
的
に
経
済
の
多
角
化
を
進

め
る
戦
略
を
と
っ
た
。

　
も
と
も
と
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
の
河

口
で
中
継
貿
易
を
核
と
す
る
小
さ
な
都

市
国
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ド
バ
イ
で
あ

る
が
、
50
年
代
終
わ
り
か
ら
、
当
時
の

首
長
で
あ
っ
た
ラ
ー
シ
ド
・
ビ
ン
・
サ

イ
ー
ド
・
ア
ー
ル
・
マ
ク
ト
ゥ
ー
ム
に

よ
っ
て
ド
バ
イ
・
ク
リ
ー
ク
の
浚
渫
事

業
な
ど
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

開
始
さ
れ
る
。

　
80
年
代
に
入
る
と
、
オ
イ
ル
マ
ネ
ー

を
背
景
に
し
た
経
済
特
区
や
大
型
港
湾

の
整
備
、
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
の
就
航
な

ど
に
よ
っ
て
、
海
外
か
ら
の
投
資
や
企

業
、
人
の
進
出
が
急
速
に
進
み
、
い
ま

や
中
東
に
お
け
る
金
融
や
流
通
、
観
光

の
一
大
拠
点
と
な
る
ま
で
に
急
激
に
発

展
を
遂
げ
た
。

　
そ
の
後
も
、
ド
バ
イ
で
最
も
美
し
い

ビ
ー
チ
と
い
わ
れ
る
ジ
ュ
メ
イ
ラ
・
ビ

ー
チ
の
人
工
島
に
建
設
さ
れ
た
世
界
最

高
級
の
〝
７
つ
星
〞
高
層
ホ
テ
ル
「
ブ

ル
ジ
ュ
・
ア
ル
・
ア
ラ
ブ
」
を
は
じ
め
、

％
以
下
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
近
代
的
な
都
市
国
家
と

し
て
の
印
象
が
強
い
ド
バ
イ
で
あ
る
が
、

都
市
を
一
歩
離
れ
れ
ば
そ
こ
に
は
広
大

な
砂
漠
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
ア
ラ
ブ

の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
景
が
待
ち
構
え

て
い
る
。
こ
の
砂
漠
の
中
を
４
Ｗ
Ｄ
車

で
駆
け
巡
る
デ
ザ
ー
ト
・
サ
フ
ァ
リ
と

呼
ば
れ
る
ツ
ア
ー
も
観
光
客
に
人
気
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
。

　
ま
た
、
ド
バ
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の
発
展
の
礎
と
な
っ

た
ド
バ
イ
・
ク
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ク
河
口
部
の
北
側

の
デ
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ラ
地
区
、
南
側
の
バ
ー
ル
・
ド

バ
イ
地
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は
ド
バ
イ
の
オ
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ル
ド
タ
ウ
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と
な
っ
て
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る
。
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史
的
建
造
物
の

保
存
、
活
用
に
も
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を
入
れ
て
お
り
、

バ
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ル
・
ド
バ
イ
に
あ
る
ド
バ
イ
で
最

も
古
い
と
さ
れ
る
要
塞
ア
ル
・
フ
ァ
ヒ

デ
ィ
・
フ
ォ
ー
ト
は
現
在
博
物
館
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
く
に

は
歴
史
的
町
並
み
を
保
全
し
た
ア
ル
・

フ
ァ
ヒ
デ
ィ
歴
史
地
区
が
あ
り
、
ド
バ

イ
の
も
う
ひ
と
つ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
世
界
各
地
で
気
候
変
動
の
影

響
は
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
る
可
能
性
が

高
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
沿
岸
や
河
川
流
域
に
位
置
し
、
ヒ

ト
や
モ
ノ
が
ま
す
ま
す
集
ま
り
続
け
る

大
都
市
は
、
ど
の
よ
う
に
災
害
に
備
え

な
が
ら
自
然
と
共
生
す
る
魅
力
的
な
都

市
を
目
指
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
ア
ラ
ビ
ア
海
に
面
し
た
砂
漠
の
中
に

誕
生
し
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
め

て
成
長
し
続
け
る
ド
バ
イ
は
、
今
回
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
掲
げ
た
こ
う

し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
す

る
に
は
格
好
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

砂漠で妖艶な踊りを見せるベリーダン
スの踊り子。

河
口
の
港
町
か
ら
発
展
し
た

近
代
都
市
ド
バ
イ

砂
漠
と
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
に

残
さ
れ
た
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム

3 さまざまな布が売られるテキスタイ
ル・スーク（市場）。4 歴史的街並み
が保全されている「アル・ファヒディ
歴史地区」。

3

4

1  ドバイの礎となったドバイ・クリーク
の河口。アブラとよばれる渡し舟が走
る。2 オールドタウンに観光に来てい
たイラン出身の女性たち。

1

2
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